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会
議
は
近

藤
理
事
長
が

「
厳
し
い
経

済
状
況
下
の

春
闘
と
な
っ

て
い
る
が
、

な
ん
と
か
賃

金
カ
ー
ブ
、

定
昇
制
度
を

守
ろ
う
と
闘

っ
て
い
る
。

こ
の
10
年
間

で
37
万
円
所

得
が
減
っ
て

お
り
、
す
べ

て
の
労
働
者

の
生
活
が
改

善
さ
れ
な
け

れ
ば
健
全
な
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
経
済
に
は
な
ら
な

い
。
そ
の
面
で
も
労
福
協
の
活
動
、
生
活
あ
ん
し
ん

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
は
重
要
に
な
っ
て
来
る
。
よ
り

幅
広
く
地
域
に
合
っ
た
形
で
活
動
を
し
て
い
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
を
行
い
、
理
事
長
の
進
行
に
よ
り
議
事

を
進
め
ま
し
た
。

【
生
活
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
に
つ
い
て
】

　

ま
ず
青
木
専
務
理
事
が
①
生
活
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
に
つ
い
て
、
２
０
０
６
年
度
よ
り
６
年

計
画
で
実
施
し
て
い
る
事
業
の
進
捗
状
況
、
課
題
、

今
後
の
展
開
を
説
明
。
ま
た
11
月
か
ら
12
月
に
か
け

て
実
施
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
で
出
さ
れ
た
意
見
質
問

等
に
関
す
る
回
答
を
行
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
地
区
労

福
協
で
の
事
業
へ
の
取
組
み
状
況
把
握
の
た
め
、
ア

ン
ケ
ー
ト
の
実
施
に
つ
い
て
協
力
を
求
め
ま
し
た
。

　

こ
の
他
第
47
回
定
期
総
会
で
確
認
さ
れ
た
「
地
区

労
福
協
活
動
指
針
」
を
再
確
認
し
、
地
区
労
福
協
の

活
動
の
活
性
化
を
求
め
、
そ
れ
に
対
し
県
労
福
協
は

し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
旨
を
伝
え
ま
し
た
。

【
地
区
労
福
協
の
現
況
】

　

続
い
て
各
地
区
よ
り
活
動
報
告
を
受
け
、
木
曽
地

区
か
ら
は
「
ス
キ
ー
交
流
会
、
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
実

施
し
て
い
る
が
、
今
、
幹
事
会
の
定
例
化
を
進
め
て

お
り
、
今
後
は
も
っ
と
活
発
に
活
動
し
て
い
き
た
い
。」

ま
た
北
信
地
区
か
ら
は
「
設
立
後
な
か
な
か
エ
ン
ジ

ン
が
か
か
ら
ず
、
連
合
地
協
と
事
業
が
重
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
」
上
伊
那
地
区
か
ら
は
「
未
組
織
・
市

民
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
中
立
労
連
や
市
町
村
互

助
会
の
会
議
な
ど
に
出
席
し
て
い
る
。
今
後
ブ
ロ
ッ

ク
の
活
動
を
考
え
て
い
き
た
い
」
な
ど
、
全
地
区
よ

り
課
題
や
活
動
へ
の
意
欲
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

【
県
労
福
協
と
県
労
働
基
金
の
統
合
に
つ
い
て
】

　

統
合
検
討
委
員
会
委
員
長
北
原
労
金
専
務
理
事
よ

り
県
労
働
基
金
と
県
労
福
協
の
統
合
に
つ
い
て
、
基

金
あ
り
方
委
員
会
の
答
申
や
統
合
検
討
委
員
会
第
一

次
報
告
書
の
提
案
内
容
な
ど
、
そ
の
経
過
と
見
通
し

（
統
合
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
）
な
ど
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

◎
統
合
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
案

①
９
月
ま
で
に
一
般
社
団
法
人
格
を
取
得

②
11
月
30
日
臨
時
総
会
に
て
「
㈶
長
野
県
労
働
者
福

　

祉
基
金
協
会
」
と
の
統
合
を
決
議

③
２
０
１
１
年
４
月
１
日
一
般
財
団
法
人
「
県
労
働

　

基
金
」（
略
称
）
と
統
合
し
、「
一
般
社
団
法
人　

　

長
野
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
」
発
足

【
第
２
次
「
気
づ
き
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」】

　

北
原
労
金
専
務
理
事
よ
り
、「
第
１
次
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
は
労
金
色
が
強
か
っ
た
が
、
第
２
次
は
講
演
会
、

学
習
会
や
セ
ミ
ナ
ー
の
企
画
開
催
な
ど
労
福
協
を
中

心
に
積
極
的
に
取
組
を
展
開
し
て
ほ
し
い
。
労
金
と

し
て
は
事
業
推
進
の
予
算
的
な
面
で
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
く
」
と
強
い
協
力
要
請
が
さ
れ
ま
し
た
。

【
２
０
１
０
年
度
県
勤
労
者
体
育
大
会
実
行
委
員
会
】

　

休
憩
を
挟
み
、
２
０
１
０
年
度
県
勤
労
者
体
育
大

会
地
区
合
同
実
行
委
員
会
を
行
い
、
第
１
回
県
実
行

委
員
会
の
報
告
が
さ
れ
、
開
催
日
程
、
要
綱
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
野
球
大
会
に
つ
い
て
は
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
ス
タ
ジ
ア
ム
の
使
用
が
出
来
ず
、
１
球
場

２
日
間
の
実
施
と
な
っ
た
こ
と
で
、
参
加
チ
ー
ム
数

の
削
減
（
各
地
区
１
チ
ー
ム
の
み
）
が
提
案
さ
れ
ま

し
た
が
、
長
野
地
区
よ
り
長
野
・
更
埴
各
１
チ
ー
ム

参
加
の
強
い
要
望
が
出
さ
れ
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
各

地
区
持
ち
帰
り
、
地
区
で
の
考
え
を
ま
と
め
て
報
告

し
て
ほ
し
い
と
実
行
委
員
長
よ
り
提
案
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
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携
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携
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携
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携
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携
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福
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区
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福福
労労
区
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区
地地地
区
労
福
協
と
の
連
携
強
化
を
！

地
区
労
福
協
と
の
連
携
強
化
を
！

２
０
０
９
年
度
地
区
労
福
協
連
絡
会
議
及
び

　
　
　
　
　
　
　

２
０
１
０
年
度
県
勤
労
者
体
育
大
会
地
区
実
行
委
員
会
開
催

各地区一同に会して地区労福協連絡会議

　

３
月
８
日
、
長
野
市
内
の
ホ
テ
ル
に
於
い
て
、
２
０
０
９
年
度
地
区
労
福
協
連
絡
会
議
及
び

２
０
１
０
年
度
長
野
県
勤
労
者
体
育
大
会
地
区
実
行
委
員
会
を
開
催
。
全
地
区
よ
り
代
表
者
18
名
を
含

む
28
名
が
参
加
し
、
県
労
福
協
設
立
50
周
年
を
迎
え
る
、
２
０
１
０
年
度
の
活
動
に
向
け
て
、
県
と
地

区
労
福
協
の
協
力
体
制
を
確
認
し
ま
し
た
。



　

４
年
前
か
ら
取
り
組
む
「
生
活
あ
ん
し
ん
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」
を
い
か
に
地
域
に
根
づ
か

せ
、
目
に
見
え
る
活
動
に
し
て
い
く
か
。
県
労

福
協
と
地
区
労
福
協
が
一
体
と
な
っ
て
、
労
福

協
活
動
を
地
域
で
展
開
し
て
い
く
た
め
に
、
４

月
６
日
〜
８
日
の
３
日
間
、
青
木
専
務
理
事
、

新
任
の
伊
藤
事
務

局
長
と
竹
内
県
暮

ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
事
務
局
長

の
３
人
は
、
地
区

労
福
協
の
現
状
の

把
握
、
地
区
役
員

と
意
見
交
換
を
行

う
た
め
、
各
地
区

を
訪
問
し
ま
し

た
。

　

各
地
区
の
活

動
の
状
況
を
見

る
と
、
長
野
・
大

北
・
松
本
・
上
伊

那
・
飯
田
地
区
は

単
独
で
各
種
事
業

に
取
り
組
ん
で

お
り
、
北
信
・
須

高
・
安
曇
野
地
区

で
は
、
隣
接
地
区

と
連
携
、
共
同
し

て
イ
ベ
ン
ト
等
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
設
立
間
も
な
い
地

区
は
地
区
独
自
の
活
動
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
事
業
内
容
と
し
て
は
、
福
祉
事
業

団
体
、
主
に
労
金
・
全
労
済
と
連
携
し
「
セ
ミ

ナ
ー
、
講
座
、
勤
労
者
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
な

ど
を
実
施
し
て
い
る
地
区
が
多
く
、
ま
た
無
料

職
業
紹
介
事
業
の
認
可
を
受
け
た
ジ
ョ
ブ
な
が

の
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
は
、
就
職
支

援
や
職
業
紹
介
活
動
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
地
区
労
福
協
の
課
題
と
し
て
出
さ
れ

た
主
な
課
題
は
、

①
事
務
局
の
人
的
体
制
の
補
強
。
県
労
福
協
の

　

サ
ポ
ー
ト
が
欲
し
い
。
（
一
般
地
区
）

②
未
組
織
勤
労
者
へ
の
支
援
方
法
。
勤
労
者
互

　

助
会
・
共
済
会
と
の
連
携
の
仕
方

な
ど
で
、
人
的
体
制
の
整
備
で
は
今
後
事
業
を

拡
大
し
て
い
く
に
際
し
、
県
労
福
協
と
し
て

「
地
区
労
福
協
活
動
指
針
」
を
基
に
、
補
強
を

考
え
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
未
組
織
勤
労
者
支

援
で
は
、
県
暮
ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
中

心
に
、
課
題
を
検
討
し
、
市
町
村
互
助
会
・
共

済
会
と
の
連
携
方
法
な
ど
も
具
体
的
に
提
案
し

て
い
き
た
い
。
既
に

連
携
を
深
め
て
い
る

地
区
も
あ
る
の
で
、

そ
の
先
例
の
紹
介
も

し
て
い
き
た
い
。

【
地
区
訪
問
日
】

４
月
６
日
（
火
）

　

北
信
地
区
↓
須
高

地
区
↓
上
小
↓
佐
久

地
区
↓
長
野
地
区

４
月
７
日
（
水
）

　

大
北
地
区
↓
安
曇

野
地
区
↓
松
本
地
区

↓
塩
尻
地
区
↓
木
曽

地
区

４
月
８
日
（
木
）

　

ジ
ョ
ブ
な
が
の
ラ

イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
諏
訪
↓
飯
田
地

区
↓
上
伊
那
地
区 

 

　

結
成
50
周
年
を
迎
え
る
今
で
も
、
労
福
協
に
対
す
る
認
知
が
な
か
な
か
上
が
ら
な
い
中
、

労
福
協
は
労
働
者
の
福
祉
向
上
の
た
め
何
が
で
き
る
の
か
、
何
を
す
べ
き
な
の
か
。
51
年
目

を
迎
え
る
今
年
度
は
正
に
原
点
に
戻
っ
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
年
に
な
り
ま
す
。

北信地区労福協
〒383-0013　中野市大字中野1481　☎0269-22-2888

「
労
福
協
を
変
え
る
！

　
　
　
　
　
　

社
会
を
変
え
る
！
」

労
福
協
の
存
在
感
を
高
め
る
た
め
、地
区
労
福
協
と
の
意
見
交
換

須高地区労福協
〒382-0093 須坂市墨坂1丁目6-1

須坂市勤労者研修センター内 ☎026-245-2100

佐久地区労福協
〒385-0022 佐久市岩村田795-1（岩村田交差点横） 

☎0267-78-3029

上小労福協
〒386-0018 上田市常田2-6-3

上小勤労者会館内 ☎0268-25-0500

長野地区労福協
〒380-0814 長野市西鶴賀町1481-1

長野市勤労者女性会館内 ☎026-234-0294
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4月から新年度がス
タートしました。各
地区労福協の地域に
密着したローカル色
溢れる様々な活動が
展開され、各役員の
熱い思いが伝わって
きました。
（2ページからの続き）

　長野県には、「長野県における食品の安
全確保のための基本方針」はありますが、
全国の都道府県の過半数が持っている「食
の安全に関する条例」はありません。
　県労福協が加盟する長野県消費者団体
連絡協議会（県消団連）では、現在、関係
諸団体と力を合わせ全国最先端の「食の安
全・安心条例」（仮称）を県行政と一緒に
なって作ることができるよう、５月末を目
標に団体署名の協力を幅広い階層の諸団体
にお願いし、条例制定の理解を深める取り
組みを進めています。
　「長野県食の安全・安心条例」（仮称）は、県の「基本方針」をベース

に、行政や生産者・事業者の皆さんと消費
者が十分なコミュニケーションを取ること
で、相互の信頼と理解を広げられるものに
することを目指しています。
　県消団連では、５月末に集約する署名を
持って県や県議会に働きかけ、６月県議会
での請願採択及び知事による条例制定の意
思表明をしていただくことを目指して、運
動を進めています。
■署名の問合せは、県消団連・事務局

　026-224-3161までお願いいたします。

も、でももででも、ももでも、こででこでこも、どこもも どでも、つでででいついつつついつでも、どこでも、、いつでも、どこでも、誰でも、どどど も、ももももも どこでも 誰ででででででででいつでも どこいい も どこでも 誰でももでも どこでも 誰でどこここでも 誰ででででも どこでも 誰も も 誰でも誰でも どどいつでい どこでも 誰でも ももも ど 誰でも、誰誰で誰で誰誰でもでもでもでもどこでも、どどどどこでこでもこでもこでもももも、いつでも、いいついついつでつでもつでもつでもももも、
れ、れ手に入れ手て手ててててしてて心ししを安心を安全な安 に入れ、入安全な食品を安心して手に安安安安全な食品を安安 な食品を安安 れ、、れれに入入にな食品を安心してしししてな食品を安心して手に入れ入入入全な食品を安心して手に入れてをを安全な食品を安な食品を安心して手に入入安全な食品を安心して手に入れれを安心して手心全な食品を安心して手全全全 てててて全な食品を安心して手に全な食品をなな食品を安心して手に入心安全な食品を安心して手に入全な食品を食食食 を安心して手に入れな食 を安心し 手安全な食品を安心して手に入れ、安全全安全な安全なな食品食食品を安安を安心心して心して手してて手手 入れ入れ、れ、安全全安全な安全なな食品食食品を安安を安心心 て心して手してて手に入手に入入れ入れれ
をををを野野きるきるきできでのでででののとのとべるこべべべ　　食 長ここることのできる食べることのできる長野とことのでとことこべることのできる長野県をべべ ををるここ食べることのできる長野る長長るきき ををとと食べるこべべべることのできるでこことのることのできる長野県をきることのできる長野県を！きる長野県をき ！！！！！食べることのできる長野県を食食食食べる食べる食べるべべることことのことのことののできのできるのできるでききるる長野る長野る 野県を野県を野県を県を

いつでも、どこでも、誰でも、
　安全な食品を安心して手に入れ、
　　　食べることのできる長野県を！

いつでも、どこでも、誰でも、
　安全な食品を安心して手に入れ、
　　　食べることのできる長野県を！

長野県食の安全・安心条例（仮称）」制定のための団体署名の取組み

生産者・食品関連
事業者・

消費者・学識経験
者など

幅広い県民が参加
する検

討委員会を設置し
て条例

をつくります。

大北地区労福協
〒398-0002 大町市大字大町4111-1
大町市労働会館内 ☎0261-22-6209

安曇野地区労福協
〒399-8205 安曇野市豊科4622-8労金あづみ野支店内

☎0263-72-3222

松本地区労福協
〒390-0841 松本市渚1丁目2-1 

☎0263-26-6029

塩尻地区労福協
〒399-0736 塩尻市大門1-18-12労働会館内

☎0263-54-1651

木曽地区労福協
〒397-0002 木曽郡木曽町新開4977-2 木曽労働会館内

☎0264-23-3705

ジョブながのライフサポートセンター諏訪
〒394-0027 岡谷市中央3-1-23

☎0266-75-0280

飯田地区労福協
〒395-0077 飯田市丸山町1-8-6 労働会館内

☎0265-24-0030

上伊那地区労福協
〒396-0026 伊那市西町5824 勤労会館内

☎0265-73-6029

中小食品関連事業者の衛生管理を支援するための、全事業者を対象としたきめ細かな情報提供と、調査・研究体制や検査体制を拡充します。

（3） ながの労福協 〈ライフサポートセンター〉 2010 年 5 月 10 日第 259 号



　

第
81
回
長
野
県
中
央
メ
ー
デ
ー
は
、
５
月
１
日

晴
天
の
下
長
野
市
城
山
公
園
ふ
れ
あ
い
広
場
に
お

い
て
５
，
１
０
０
人
が
参
加
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

開
会
に
向
け
メ
ー
デ
ー
歌
「
世
界
を
つ
な
げ
花

の
輪
に
」
を
全
員
で
歌
い
、
９
時
30
分
開
会
を
宣

言
。
主
催
者
代
表
あ
い
さ
つ
で
近
藤
実
行
委
員
長

は
「
２
０
１
０
春
季
生
活
闘
争
は
雇
用
の
歪
み
や

配
分
の
歪
み
等
を
是
正
し
、
生
活
を
復
元
す
る
立

場
で
闘
い
を
進
め
て
き
た
。
地
場
・
中
小
労
組
を

含
め
厳
し
い
闘
い
を
継
続
し
て
い
る
組
合
が
ま
だ

ま
だ
数
多

く

あ
る
、

パ
ー
ト
・

派
遣
な
ど

非
正
規
労

働
者
の
労

働
条
件
引

上
げ
と
あ

わ
せ
、
連

帯
の
輪
を

広
げ
て
い

き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。
来
賓
あ
い
さ
つ
で
は
村

井
県
知
事
を
は
じ
め
４
名
の
方
々
か
ら
御

祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
続
く
非
正
規

労
働
者
の
訴
え
で
は
、
突
然
の
解
雇
で
職

を
失
い
、
そ
の
後
就
い
た
パ

ー
ト
の
看
護
士
の
職
も
辞
め

ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
現
在

介
護
の
資
格
取
得
に
励
む
丸

山
貴
子
さ
ん
よ
り
雇
用
不
安
、

低
賃
金
、
生
活
不
安
な
ど
厳

し
い
実
態
が
伝
え
ら
れ
ま
し

た
。
デ
コ
カ
ー
・
手
持
ち
デ

コ
コ
ン
テ
ス
ト
の
審
査
発
表

と
表
彰
、
お
楽
し
み
抽
選
会

の
当
選
番
号
発
表
で
は
会
場

内
に
た
め
息
や
ど
よ
め
き
が

お
こ
り
ま
し
た
。
昨
年
に
引

き
続
い
て
実
施
し
た
Ｙ
Ｅ
Ｓ
・

Ｎ
Ｏ
ア
ン
ケ
ー
ト
は
政
治
・

経
済
状
況

か
ら
予
想

通
り
の
結

果
と
な
り

ま
し
た
。

メ
ー
デ
ー

宣
言
を
参

加
者
全
員

で
確
認
。

最
後
に
近

藤
実
行
委

員
長
の
音
頭
で
団
結
が
ん
ば
ろ
う
を
三
唱
し
て
大

会
を
終
了
、
善
光
寺
仲
見
世
を
通
る
ル
ー
ト
で
デ

モ
行
進
に
出
発
し
ま
し
た
。

　

県
労
連
の
第
81
回
長
野
県
中
央
メ
ー
デ
ー
が

５
月
１
日
、
長
野
市
ひ
ま
わ
り
公
園
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
参
加
者
は
家
族
連
れ
も
含
め
て
約
１
，

５
０
０
名
で
し
た
。

　

今
年
の
企
画
は
「
メ
ー
デ
ー
の
歴
史
に
学
び
、

私
た
ち
の
働
き
方
を
考
え
直
そ
う
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
パ
ネ
ル
構
成
詩
の
朗
読
で
し
た
。
１
８
８
６

年
ア
メ
リ
カ
の
労
働
者
が
８
時
間
労
働
を
求
め
て

ス
ト
ラ
イ
キ
に
立
ち
上
が
っ
た
こ
と
、
こ
の
た
た
か

い
が
世
界
中
に
広
が
り
、
１
９
２
０
年
に
は
日
本

で
も
開
催
さ
れ
た
こ
と
、
労
働
者
の
運
動
を
押
さ

え
込
も
う
と
す
る
資
本
や
権
力
と
の
た
た
か
い
も

激
し
く
な
り
、
何
百
万
と
い
う
労
働
者
・
国
民
の

命
を
奪
っ
た
戦
争
を
経
て
、
自
由
と
民
主
主
義
を

保
障
し
た
日
本
国
憲
法
の
も
と
、
メ
ー
デ
ー
が
再

開
さ
れ
た
こ
と
、
平
和
と
民
主
主
義
、
国
民
労
働

者
の
要
求
実
現
を
求
め
る
た
た
か
い
と
と
も
に
歴

史
を
刻
ん
で
き
た
こ
と
が
、「
花
は
ど
こ
へ
い
っ
た
」

「
五
月
の
歌
」「
イ
マ
ジ
ン
」
を
Ｂ
Ｇ
Ｍ
に
し
て
語
ら

れ
ま
し
た
。

　
「
労
働
者
・
中
小
業
者
に
対
す
る
人
件
費
や
下

請
単
価
た
た
き
な
ど
の
コ
ス
ト
削
減
と
い
う
犠
牲

の
う
え
で
一
部
大
企
業
の
収
益
の
み
が
改
善
を
み
せ

て
い
る
」「
大
企
業
の
内
部
留
保
の
社
会
的
還
元
と

ル
ー
ル
あ
る
経
済
社
会
の
実
現
で
、
安
定
し
た
生

活
と
雇
用
の
確
保
、
内
需
主
導
に
よ
る
日
本
経
済

回
復
を
求
め
る
」
と
い
う
メ
ー
デ
ー
宣
言
を
採
択

し
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、参
加
者
は
「
医
師
・
看
護
師
を
増
や
せ
」

「
大
学
授
業
料
無
償
化
を
実
現
せ
よ
」「
公
務
員
の

削
減
は
や
め
ろ
」「
最
低
賃
金
を
上
げ
ろ
」「
大
企

業
・
金
持
ち
優
遇
制
度
を
や
め
ろ
」「
中
小
企
業
に

仕
事
を
ま
わ
せ
」「
消
費
税
引
き
上
げ
反
対
」「
憲

法
９
条
を
守
ろ
う
」「
普
天
間
基
地
は
す
ぐ
に
な
く

せ
」
な
ど
の
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
力
強
く
叫
び

デ
モ
行
進
を
行
い
ま
し
た
。

メーデーの意義を訴え、みんなでリレートーク

県中央メーデーで主催者挨拶をする近藤光連合長野会長

雇用確保を訴え、デモ行進

雇
用
確
保
な
ど
訴
え
！

雇
用
確
保
な
ど
訴
え
！

第
81
回
メ
ー
デ
ー
開
催
さ
れ
る
！

県　

労　

連

連

合

長

野

Q1.1年前より生活が苦しくなった？

Q2.雇用・年金に将来不安を感じるか？

Q3.環境に配慮した生活をしているか？

YES／582人

YES／642人

YES／511人

NO／74人

NO／8人

NO／102人

労福協が進めている生活安心ネットワーク
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４
月
23
日
、
２
０
０
９
年
度
最
後
と
な
る
第
６
回

理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
主
た
る
協
議
事
項
と
し
て

「
第
51
回
定
期
総
会
」
に
つ
い
て
検
討
が
な
さ
れ
ま

し
た
。
中
で
も
「
２
０
１
０
年
度
活
動
方
針
（
案
）

で
は
従
来
の
取
組
み
方
針
の
ほ
か
に
県
労
福
協
の
一

般
社
団
法
人
格
の
取
得
、
㈶
長
野
県
労
働
者
福
祉

基
金
協
会
と
の
統
合
、
県
労
福

協
結
成
50
周
年
記
念
事
業
な
ど

に
つ
い
て
確
認
が
な
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
、
必
要
な
部
分
に
修

正
を
加
え
最
終
的
に
は
三
役
会

議
で
確
認
を
得
た
う
え
で
定
期

総
会
に
提
案
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

県
労
福
協　

第
51
回
定
期
総
会
の
ご
案
内

　

日
時　

２
０
１
０
年
６
月
18
日
㈮
午
後
２
時

　

場
所　

長
野
市
岡
田
町　

サ
ン
パ
ル
テ
山
王

【
報
告
事
項
】

１
．
２
０
０
９
年
度
活
動
報
告

２
．
２
０
０
９
年
度
決
算
報
告

３
．
２
０
０
９
年
度
監
査
報
告

【
議
事
】

１
．
２
０
１
０
年
度
活
動
方
針
（
案
）

　

⑴
生
活
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
に
つ
い
て

　

⑵
県
労
福
協
と
㈶
県
労
働
基
金
と
の
統
合
に
つ
い
て

　

⑶
一
般
社
団
法
人
格
の
取
得
に
つ
い
て

　

⑷
結
成
50
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て

　
　

①
県
労
福
協
50
周
年
記
念
式
典
・
レ

セ
プ
シ
ョ
ン

　
　

日
時　

２
０
１
０
年
11
月
30
日
㈭
13　

30
〜

　
　

場
所　

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
長
野

　
　

内
容　

臨
時
総
会

　
　
　
　
　
　
　
　

13　

30
〜
14　

15

　
　
　
　
　

記
念
式
典

　
　
　
　
　
　
　
　

14　

30
〜
15　

15

　
　
　
　
　

レ
セ
プ
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　

15　

30
〜
17　

00

２
．
２
０
１
０
年
度
予
算
（
案
）

３
．
役
員
改
選
に
つ
い
て

４
．
そ
の
他

　

県
労
福
協
は
６
年
前
よ
り
「
く
ら
し
な
ん
で

も
相
談
」
事
業
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
平
日
は

相
談
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
相
談
、
第
２
土
曜

日
は
弁
護
士
な
ど
の
専
門
家
相
談
を
実
施
し
、

既
に
関
係
団
体
、
専
門
家
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
な
ど

と
も
連
携
を
図
り
問
題
解
決
し
て
き
た
実
績
を

有
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
回
県
労
福
協
は
こ
の
事
業
を
受
託

し
、
県
内
２
地
区
（
上
田
地
区
・
諏
訪
地
区
）

に
常
設
の
相
談
拠
点
を
設
置
し
、
相
談
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
を
配
置
し
て
、
勤
労
者
及
び
一
般
県
民

を
対
象
と

し
た
無
料

相
談
活
動

を
行
う
こ

と
に
し
ま

し
た
。

　

相
談
内

容
は
、
福

祉
や
生
活

に
関
わ
る

「
く
ら
し

な
ん
で
も

相
談
」

で
、
面

談
ま
た

は
電
話

に
よ
り

相
談
を

受
け
付

け

ま

す
。

　

現
在

上
田
地

区
で
の

拠
点
と

し
て
、
ろ
う
き
ん
上
田
支
店
の
旧
店
舗
を
改
装

中
で
上
小
労
福
協
Ｏ
Ｂ
の
堀
憲
一
氏
が
相
談
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。
ま
た

諏
訪
地
区
は
「
ジ
ョ
ブ
な
が
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
諏
訪
」
を
拠
点
に
三
井
正
二
所
長
と
新
た

に
採
用
し
た
青
柳
祐
子
相
談
員
が
共
に
対
応
し

て
い
ま
す
。
両
地
区
と
も
５
月
開
始
を
目
途
に

長
野
県
の
「
生
活
あ
ん
し
ん
相
談
事
業
」
の
準

備
を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。

　

一
昨
年
来
の
金
融
・
経
済
危
機
以
降
、
多
く
の
県
民
が
雇
用
難
に
よ
る
経
済
的
困
窮
に
陥

っ
て
い
る
中
、
長
野
県
は
緊
急
雇
用
創
出
基
金
事
業
と
し
て
、
県
内
の
勤
労
者
及
び
一
般
県

民
を
対
象
に
、
労
働
や
福
祉
、
生
活
に
関
わ
る
相
談
を
通
じ
、
県
民
の
暮
ら
し
の
安
全
・
安
心
・

安
定
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
勤
労
者
生
活
あ
ん
し
ん
相
談
事
業
」
を
実
施
す
る
こ

と
と
な
り
、
県
労
福
協
が
受
託
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

:

:
:

:
:

:
:

｢国交省｣｢経産省｣｢環境省｣

三省合同事業 住宅版エコポイント 始まっています!!

円相当の
ポイント発行

2010年12月31日まで

☎026-234-0283 Fax 026-234-0271

※詳しい内容につきましては
　ご連絡下さい。

長野県労働者住宅生活協同組合
〒380-0838　長野市県町523　ろうきんビル7F

●窓を二重にするリフォーム
●壁床天井の断熱リフォーム
●同時にバリアフリーリフォーム
　　　　　　　をすることで、

300,000
最大最大

長
野
県「
勤
労
者
生
活
あ
ん
し
ん
相
談
事
業
」を
受
託

長
野
県「
勤
労
者
生
活
あ
ん
し
ん
相
談
事
業
」を
受
託

上
田
・
諏
訪
地
区
に
常
設
の
相
談
拠
点
を
設
置

上小労福協ライフサポートセンター

諏訪地区ジョブライフサポートセンター

理事会

第
６
回
理
事
会
開
催

長
野
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
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全
労
済
長
野
県
本
部
の
「
２
０
０
９
年
度
・

２
０
１
０
年
度
活
動
計
画
」
に
基
づ
き
２
０
０
９
年

度
の
活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
今
年
度
は
新
生

協
法
対
応
に
向
け
た
展
開
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
全

労
済
を
取
り
巻
く
環
境･

情
勢
は
大
変
厳
し
く
、
昨

年
に
引
続
き
期
首
割
れ
の
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

以
下
、
特
徴
的
な
活
動
内
容
お
よ
び
今
後
の
課

題
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

（
一
）
今
年
度
か
ら
四
半
期
単
位
に
具
体
的
活
動

を
計
画
し
、
到
達
目
標
を
定
め
活
動
を
展

開
し
て
き
ま
し
た
。

（
二
）
地
区
運
営
委
員
会
に
よ
る
県
下
一
斉
合
同

オ
ル
グ
を
実
施
す
る
な
ど
、
運
営
委
員
が

主
体
と
な
り
推
進
要
請
を
展
開
し
て
き
ま

し
た
。

（
三
）
共
済
代
理
店
に
つ
い
て
は
、
自
賠
責
共
済

や
労
金
住
宅
ロ
ー
ン
専
用
火
災
共
済
で
大

き
な
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

（
四
）
新
生
協
法
に
伴
い
協
力
団
体
に
お
い
て

「
全
労
済
共
済
制
度
の
取
組
み
に
関
す
る

協
定
書
」
の
再
締
結
を
実
施
し
て
き
ま
し

た
。

（
五
）
「
長
野
県
本
部
に
お
け
る
新
た
な
地
域
活

動
方
針
（
案
）
」
を
策
定
し
、
今
年
６
月

か
ら
新
た
な
活
動
を
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

（
六
）
現
行
の
共
済
シ
ョ
ッ
プ
を
「
生
涯
を
通
じ

て
の
加
入･
相
談
」
等
を
行
う
推
進
の
エ

リ
ア
拠
点
と
位
置
づ
け
て
い
く
た
め
、

「
今
後
の
共
済
シ
ョ
ッ
プ
の
展
開
計
画

（
案
）
」
を
策
定
し
、
理
事
会
に
お
い
て

確
認
し
ま
し
た
。

（
七
）
長
野
県
労
働
金
庫
と
共
同
作
成
し
た
「
家

計
見
直
し
シ
ー
ト
」
を
、
保
障
点
検
運
動

の
中
で
活
用
し
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

（
八
）
第
４
半
期
（
３
月
〜
５
月
）
を
「
保
障
点

検
運
動
強
化
月
間
」
と
位
置
づ
け
、
職

域
・
地
域
で
保
障
相
談
を
展
開
し
て
き
ま

し
た
。

（
一
）
「
保
障
点
検
運
動
」
を
労
済
運
動
の
柱
と

し
、
さ
ら
に
活
動
を
展
開
し
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

（
二
）
長
野
県
労
働
金
庫
と
共
同
作
成
し
た
「
家

計
見
直
し
シ
ー
ト
」
を
有
効
活
用
し
、
組

合
員
の
生
活
改
善
に
繋
が
る
よ
う
な
す
す

め
方
や
内
容
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

（
三
）
退
職
者
対
策
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
再
雇
用

者
」
の
対
応
と
し
て
、
退
職
年
齢
到
達
時

点
で
最
終
更
新
時
期
に
移
行
す
る
た
め
の

仕
組
み
づ
く
り
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

（
四
）
「
長
野
県
本
部
に
お
け
る
新
た
な
地
域
活

動
方
針
」
に
基
づ
き
、
地
区
協
力
員
へ
の

登
録
お
よ
び
紹
介
活
動
を
積
極
的
に
進
め

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

（
五
）
「
今
後
の
共
済
シ
ョ
ッ
プ
の
展
開
計
画

（
案
）
」
に
基
づ
き
、
準
備
を
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

（
六
）
共
済
代
理
店
と
の
更
な
る
連
携
強
化
に
向

け
、
組
合
員
に
メ
リ
ッ
ト
あ
る
サ
ー
ビ
ス

の
確
立
を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
七
）
組
合
員
に
対
す
る
「
丁
寧
な
」
対
応
や
、

新
生
協
法
に
沿
っ
た
説
明
責
任
と
契
約
者

保
護
に
努
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

（
八
）
全
労
済
の
経
営
の
健
全
性
と
し
て
、
財
政

基
盤
強
化
に
向
け
た
対
応
や
予
算
の
有
効

活
用
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

２
０
０
６
年
12
月
に
成
立
し
た
『
改
正
貸

金
業
法
』
の
成
果
を
踏
ま
え
、
「
借
金
の
解

決
は
必
ず
で
き
ま
す
。
払
い
す
ぎ
た
利
息

は
取
り
戻
し
ま
し
ょ
う
！
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
も
と
、
多
重
債
務
者
救
済
を
中
心
と
し
た

「
気
づ
き
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
２
０
０
７
年

10
月
か
ら
取
り
組
み
、
そ
し
て
、
そ
の
運
動

を
受
け
２
０
０
９
年
４
月
よ
り
「
第
２
次
気

づ
き
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
労
福
協
と
会
員
組

合
と
連
携
し
て
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
従
来
の
多
重
債
務
者

救
済
運
動
を
継
続
し
つ
つ
、
２
０
１
０
年
６

月
に
完
全
施
行
が
予
定
さ
れ
る
「
改
正
貸
金

業
法
」
の
具
体
的
な
内
容
理
解
を
は
じ
め
、

高
金
利
か
ら
の
借
換
え
運
動
を
展
開
す
る
も

の
で
す
。

　

借
換
え
の
具
体
的
な

方
針
は
、
「
多
重
債
務

者
と
は
一
線
を
画
し
、

消
費
者
金
融
（
サ
ラ
金

等
）
２
〜
３
社
程
度
で

延
滞
履
歴
の
な
い
組

合
員
（
家
族
）
を
対
象

と
し
た
高
金
利
か
ら

の
借
換
え
」
と
い
う
内

容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２
０
１
０
年
３
月
末
で

80
件
近
い
相
談
が
あ
り

運
動
の
広
が
り
を
見
せ

て
い
ま
す
。

　

２
０
１
０
年
度
に
つ
き
ま
し
て
も
、
引
き

続
き
勤
労
者
生
活
支
援
の
取
り
組
み
と
し

て
「
生
活
応
援
運
動
」
を
展
開
し
、
併
せ
て

「
第
２
次
気
づ
き
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
継
続

し
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
取
り
組
み
内
容
と

し
て
、
①
各
地
区
労
福
協
と
の
連
携
に
よ

る
„
気
づ
き
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン“

の
説
明
会
・

学
習
会
・
ク
レ
サ
ラ
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
②

〈
ろ
う
き
ん
・
全
労
済
〉
「
家
計
見
直
し
診

断
シ
ー
ト
」
を
活
用
し
た
説
明
会
・
相
談
会

の
実
施
③
県
労
福
協
„
ほ
っ
と
ダ
イ
ヤ
ル“

よ
り
紹
介
の
あ
っ
た
相
談
に
つ
い
て
低
金
利

融
資
へ
の
借
換
え
対
応
等
、
勤
労
者
の
生
活

防
衛
・
生
活
改
善
を
図
る
取
り
組
み
を
強
化

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

勤
労
者
の
生
活
の
う
ち
「
お
金
」
に
ま
つ

わ
る
諸
問
題
を
、
勤
労
者
の
た
め
の
金
融
機

関
で
あ
る
ろ
う
き
ん
は
全
力
で
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
ろ
う
き
ん
各
営
業
店
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 
ろ
う
き
ん

  
第
２
次
気
づ
き

    
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中
！

2
0
0
9
年
度
活
動
報
告
・

　
　
　
　
　

今
後
の
活
動（
案
）

2
0
0
9
年
度
活
動
報
告
・

　
　
　
　
　

今
後
の
活
動（
案
）

全
労
済
長
野
県
本
部

一
、
特
徴
的
な
活
動
内
容
に
つ
い
て

二
、
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
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《
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
履
歴
は
消
え
な
い
の
か
》

　

店
員
に
勧
め
ら
れ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
カ
ー
ド
を
申

込
ん
だ
と
こ
ろ
、
審
査
に
通
ら
な
か
っ
た
と
の
連

絡
が
来
た
。

　

実
は
、
11
年
前
サ
ラ
金
数
社
か
ら
の
借
金

３
１
０
万
円
が
返
せ
ず
弁
護
士
に
依
頼
を
し
て
自

己
破
産
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
は
真
面
目
に

生
活
を
し
て
き
た
の
で
借
金
を
し
た
こ
と
も
な
い

し
、
年
収
も
相
応
に
あ
る
。
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト
の

履
歴
は
な
ぜ
消
え
て
い
な
い
の
か
。
信
用
情
報
を

確
認
す
る
方
法
は
な
い
か
。

【
回
答
】

　

金
融
・
信
用
分
野
の
業
者
は
、
多
重
債
務
防
止

の
制
度
と
し
て
、
業
界
内
に
個
人
信
用
情
報
機
関

を
設
け
、
延
滞
等
の
事
故
情
報
を
登
録
し
相
互
に

情
報
交
換
し
て
利
用
し
て
い
る
。

　

カ
ー
ド
の
申
込
に
対
し
審
査
を
通
ら
な
か
っ
た

理
由
と
し
て
は
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
載
っ
て
い
る

可
能
性
が
大
で
あ
る
。

　

事
故
情
報
は
一
般
的
に
は
５
年
間
程
度
登
録
さ

れ
る
が
、
誤
っ
た
内
容
が
登
録
さ
れ
て
い
る
可
能

性
が
あ
る
場
合
は
、
カ
ー
ド
会
社
が
加
盟
す
る
情

報
機
関
を
確
認
し
た
上
で
、
自
分
の
信
用
情
報
の

開
示
請
求
を
し
て
、
誤
っ
た
内
容
は
訂
正
を
請
求

す
る
こ
と
に
な
る
。

《
過
払
い
分
を
戻
し
て
も
ら
う
方
法
は
？
》

　

サ
ラ
金
の
過
払
い
請
求
と
は
ど
ん
な
も
の
か
。

サ
ラ
金
か
ら
借
入
し
て
い
て
７
〜
８
年
前
に
一
度

完
済
し
た
が
、
そ
の
後
ま
た
借
り
て
現
在
80
万
円

の
残
金
が
あ
る
。

　

返
し
終
わ
っ
た
も
の
で
も
、
払
い
過
ぎ
た
分
は

戻
る
と
聞
い
た
が
、
ど
の
よ
う
に
調
べ
る
の
か
。

【
回
答
】　

　

過
払
い
請
求
と
は
、
業
者
の
貸
付
金
利
を
利
息
制

限
法
の
低
い
金
利
で
計
算
し
直
し
、
払
い
過
ぎ
た
分
を

返
還
請
求
す
る
も
の
で
あ
る
。
計
算
の
た
め
に
は
、
業

者
か
ら
借
入
及
び
返
済
の
取
引
履
歴
を
取
寄
せ
る
。

　

高
い
利
息
で
完
済
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
過

払
い
金
が
あ
る
と
思
わ
れ
、
そ
の
返
還
又
は
現
在
の

借
入
分
の
減
額
が
で
き
る
。
但
し
、
完
済
し
て
か
ら

10
年
を
経
過
す
る
と
、
時
効
に
よ
り
返
還
請
求
は

で
き
な
く
な
る
。

　

多
重
債
務
に
つ
い
て
は
、
弁
護
士
会
や
県
の
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
で
無
料
相
談
も
行
っ
て
お
り
、
弁
護
士

等
に
依
頼
し
て
も
１
件
な
ら
ば
費
用
は
２
万
〜
３
万

円
位
の
負
担
で
で
き
る
（
過
払
い
分
が
返
還
さ
れ
た
ら

金
額
に
応
じ
て
報
酬
を
支
払
う
こ
と
に
な
る
）。

　
《
連
帯
保
証
人
で
多
額
の
債
務
を
負
う
こ
と
に
。
》

　

昨
年
会
社
が
倒
産
。
役
員
を
や
っ
て
お
り
借
入
の

連
帯
保
証
人
に
な
っ
て
い
る
。

　

８
，０
０
０
万
円
も
あ
り
、
現
在
、
月
々
わ
ず
か

返
済
し
て
い
る
が
、
と
て
も
返
せ
そ
う
も
な
い
。

　

破
産
も
考
え
た
が
、
不
利
益
は
ど
ん
な
こ
と
が
あ

る
の
か
。

　

生
命
保
険
に
加
入
し
て
い
る
が
、
破
産
せ
ず
に
自
分

が
死
ん
だ
場
合
は
、
ど
う
な
る
か
。

【
回
答
】　

　

破
産
の
不
利
益
と
し
て
は
、
債
務
を
清
算
で
き
る

代
わ
り
に
財
産
も
全
て
失
う
こ
と
、
経
済
的
な
信
用
を

失
う
こ
と
の
外
は
、
一
定
の
資
格
等
に
影
響
が
あ
る
だ

け
で
あ
る
。
生
命
保
険
も
、
解
約
し
た
と
き
に
戻
る
金

が
あ
れ
ば
財
産
に
な
る
の
で
、
相
当
額
に
な
る
場
合
は

解
約
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

債
務
を
減
額
で
き
る
か
交
渉
し
、
返
済
不
可
能

な
額
が
残
る
な
ら
ば
、
失
う
財
産
も
考
慮
の
上
で

破
産
を
考
え
る
べ
き
。

　

破
産
せ
ず
に
死
亡
し
た
場
合
、
妻
子
は
相
続
放

棄
を
す
れ
ば
返
済
の
責
任
は
な
い
。

　

な
お
、
生
命
保
険
の
受
取
人
が
妻
に
指
定
さ
れ

て
い
る
場
合
、
相
続
放
棄
を
し
て
も
死
亡
保
険
金

は
受
取
れ
る
。

　

連
帯
保
証
人
を
し
て
い
た
友
人
の
自
動
車
ロ
ー
ン
の

返
済
が
延
滞
と
な
っ
て
、
残
高
わ
ず
か
10
万
円
の
こ
と

で
、
連
帯
保
証
人
が
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
載
っ
て
し
ま

っ
た
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

連
帯
保
証
人
宛
に
債
務
履
行
請
求
書
が
来
た
の
で
驚

い
て
友
人
に
連
絡
を
と
っ
た
ら
、
「
５
万
円
づ
つ
２
ヶ

月
で
返
済
す
る
」
と
言
う
の
で
完
済
さ
れ
た
と
ば
か
り

思
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

連
帯
保
証
人
と
は
、「
主
た
る
債
務
者
と
連
帯
し
て
債

務
を
負
担
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
保
証
人
」
で
す
か
ら
、

通
常
の
保
証
人
が
有
す
る
催
告
の
抗
弁
権
（
民
法
４
５
２

条
）
と
検
索
の
抗
弁
権
（
民
法
４
５
３
条
）
が
な
く
、
主

た
る
債
務
者
と
ま
っ
た
く
同
じ
義
務
を
負
う
立
場
で
す
。

　

こ
の
場
合
、
連
帯
保
証
人
と
す
れ
ば
、
と
り
あ
え

ず
残
金
10
万
円
を
返
済
し
、
そ
の
後
で
友
人
か
ら
返

済
を
受
け
れ
ば
（
仮
に
返
済
さ
れ
な
く
て
も
）
、
ブ
ラ

ッ
ク
リ
ス
ト
に
載
っ
た
こ
と
で
自
分
が
住
宅
ロ
ー
ン
の

借
入
が
で
き
な
い
最
悪
の
状
況
は
回
避
で
き
た
と
思

わ
れ
ま
す
。
請
求
書
が
届
い
た
時
点
で
何
れ
か
の
相

談
窓
口
を
利
用
さ
れ
て
い
た
ら
と
悔
や
ま
れ
ま
す
。

　

当
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
を
身
近
な
相
談
窓
口
の
一
つ
と
し

て
ご
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

１
月
か
ら
、
毎
月
第
２
土
曜
日
の
弁
護
士
・
司
法
書
士
・

社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
専
門
家
相
談
日
に
合
わ
せ
て
、
新

聞
や
情
報
紙
の
お
知
ら
せ
欄
を
利
用
し
て
「
く
ら
し
・
な
ん

で
も
相
談
専
門
家
相
談
日
」
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
効
果
で
、
専
門
家
相
談
日
に
は
毎
回
多
く
の
相

談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
４
月
は
１
日
46
件
と
過
去

最
高
を
数
え
て
い
ま
す
。

　

今
号
は
当
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
主
任
相
談
員
の
佐
藤
豊
弁
護
士
（
長
野
県
弁
護
士
会
元
会
長
・
法
テ
ラ

ス
長
野
前
所
長
）
の
相
談
事
例
か
ら
多
重
債
務
問
題
・
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

毎
月
第
２
土
曜
日
は
、
弁
護
士
・
司
法
書
士
・
特
定
社
会

保
険
労
務
士
な
ど
専
門
家
相
談
員
に
よ
る
相
談
日
で
す
。

く
ら
し
・
な
ん
で
も
相
談〝
ほ
っ
と
ダ
イ
ヤ
ル
〞

ƒ
０
１
２
０̶

３
９̶

６
０
２
９

「
多
重
債
務
問
題
」

「
多
重
債
務
問
題
」

シリーズ
No.25
シリーズ
No.25

く
ら
し
・
な
ん
で
も
相
談

く
ら
し
・
な
ん
で
も
相
談

佐藤　豊　弁護士

【
事
例
①
】

○
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト　

金
融
機
関
の
借
入
金
や
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ロ
ー
ン
、
キ
ャ

ッ
シ
ン
グ
な
ど
の
支
払
い
や
返
済
を
一
定
の
期
間

（
通
常
３
ヶ
月
）、
延
滞
し
た
状
態
を
「
事
故
」
ま
た

は
「
延
滞
」
と
い
い
、
個
人
信
用
情
報
に　
「
事
故

情
報
（
延
滞
情
報
）」　

が
登
録
さ
れ
る
。

　

こ
の
事
故
情
報
を
、
通
称
、
ブ
ラ
ッ
ク
情
報
と
言
い
、
ブ
ラ

ッ
ク
情
報
が
登
録
さ
れ
た
状
態
を　
「
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
載

る
」
と
言
っ
て
い
る
。

○
審
査　

カ
ー
ド
会
社
は
、（
株
）
シ
ー
・
ア
イ
・
シ
ー
（
Ｃ
Ｉ
Ｃ
）、

（
株
）
日
本
信
用
情
報
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
）、
全
国
銀
行
個
人
信
用

情
報
セ
ン
タ
ー
（
Ｋ
Ｓ
Ｃ
）
な
ど
の
信
用
情
報
機
関
の
会
員
に

な
っ
て
お
り
、
申
込
者
の
信
用
情
報　
（
い
つ
・
ど
こ
の
会
社
で
・

い
く
ら
借
り
て
・
ど
う
な
っ
た
か
）　

や
過
去
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
等
の
申
込
履
歴
な
ど
を
照
会
の
う
え
審
査
す
る
。
事
故
情

報
に
登
録
さ
れ
て
い
る
と
カ
ー
ド
発
行
や
借
入
は
で
き
な
い
。

○
信
用
情
報
の
開
示
請
求　

個
人
の
信
用
情
報
は
本
人
の
請
求

に
よ
り
開
示
さ
れ
る
。
個
人
信
用
情
報
の
問
合
せ
先
は
カ
ー
ド

の
種
類
に
よ
っ
て
左
記
に
電
話
し
て
手
続
を
。
開
示
相
談
コ
ー

ナ
ー
に
出
向
く
他
、
郵
送
で
申
込
み
・
返
信
郵
便
で
受
取
れ
る
。

手
数
料
は
申
込
先
に
よ
っ
て
、
０
（
無
料
）
〜
１
０
０
０
円
に

返
信
用
切
手
代
位
。

●
ク
レ
ジ
ッ
ト
系
は　

Ｃ
Ｉ
Ｃ
（
☎
０
１
２
０
Ｉ
８
１
０
Ｉ
４
１
４
）

●
消
費
者
金
融
系
は　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
（
☎
０
１
２
０
Ｉ
４
４
１
Ｉ
４
８
１
）

●
銀
行
系
は　

   

Ｋ
Ｓ
Ｃ
（
☎
０
１
２
０
Ｉ
５
４
０
Ｉ
５
５
８
）

「
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト
」

【
事
例
②
】

○
過
払
い
金　

か
つ
て
サ
ラ
金
か
ら
借
入
し
て
返
済

し
終
わ
っ
た
人
で
も
、
返
済
し
終
わ
っ
た
と
き
か
ら

10
年
が
経
過
し
て
い
な
け
れ
ば
、
過
去
に
払
い
過
ぎ

た
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
金
利
分
（
過
払
い
金
）
を
取
り
戻

す
こ
と
が
で
き
る
。

　

10
年
以
内
に
、
消
費
者
金
融
や
信
販
会
社
の
キ
ャ
ッ
シ
ン
グ

を
利
用
し
て
い
た
人
、
商
工
ロ
ー
ン
か
ら
高
利
で
融
資
を
受
け

て
い
た
中
小
企
業
の
経
営
者
な
ど
は
、
思
わ
ぬ
金
額
が
戻
る
可

能
性
も
あ
る
の
で
一
度
、
弁
護
士
な
ど
専
門
家
に
相
談
を
。

「
サ
ラ
金
の
過
払
い
分
」

【
事
例
③
】
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山
な
み

　

県
労
福
協
に
新
た
に
加
わ
っ
た
伊
藤
・
竹
内
両

事
務
局
長
と
共
に
４
月
上
旬
の
３
日
間
全
地
区
労

福
協
を
廻
り
ま
し
た
。走
行
距
離
は
約
７
０
０
キ
ロ
。

南
信
で
は
桜
が
満
開
、
北
信
で
は
ま
だ
ま
だ
蕾
の

状
態
で
、改
め
て
長
野
県
の
広
さ
を
実
感
し
た
次
第
。

　

地
区
労
福
協
の
様
子
も
、
既
に
地
域
に
根
づ

い
た
特
色
あ
る
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
、
ま
た
設
立
間
も
な
く
こ
れ
か
ら
何
に
取
り

組
ん
で
い
こ
う
か
と
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
て
い
る

と
こ
ろ
、
こ
れ
ま
た
様
々
で
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
秋
に
結
成
50
周
年
の
記
念
式
典
を

控
え
、
記
念
誌
の
作
成
、
そ
し
て
一
般
社
団
法
人

格
の
取
得
、
更
に
県
労
働
者
福
祉
基
金
協
会
と

の
統
合
に
向
け
具
体
的
な
作
業
を
す
す
め
て
い

く
忙
し
い
年
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
最
も
重
要
と

な
る
の
は
、
こ
の
先
10
年
の
労
福
協
活
動
を
見
据

え
、「
生
活
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」
を

目
に
見
え
る
形
で
地
域
に
根
づ
か
せ
、
労
福
協
の

存
在
感
を
高
め
る
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
メ
ン
バ
ー
で
県
と
し
て
の
活
動
を

強
力
に
進
め
て
い
く
と
同
時
に
、
地
区
活
動

を
全
力
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま
す
。

地
区
労
福
協
の
皆
さ
ん
一
緒
に
さ
わ
や
か
な
汗
を

か
い
て
実
り
あ
る
秋
を
迎
え
ま
し
ょ
う
！　

  

（
青
）

8つ

　

左
に
並
ん
だ
二
枚
の
絵
を
見
比
べ
て
違
っ
て
い
る
箇
所
を

8
つ
探
し
て
下
さ
い
。

　

日
頃
使
わ
な
い
脳
へ
の
刺
激
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。

1　　　　2　　　　3　　　　4　　　　5 1　　　　2　　　　3　　　　4　　　　5

A

B

C

D

 

●
官
製
は
が
き
に
答
え
を
書
い

て
県
労
福
協
へ
（
宛
先
は
表

紙
に
あ
り
ま
す
。）

●
労
福
協
の
機
関
紙
に
対
す
る

意
見
・
要
望
を
何
か
一
言
。

●
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・

所
属
団
体
（
単
組
名
）
又
は 

勤
務
先
を
忘
れ
ず
に
。

●
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
5

名
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
（
千

円
分
）
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

●
締
切
り
５
月
31
日

当
選
者
（
5
名
・
敬
称
略
）

　

篠
原　
　

敦
子
（
飯
山
市
）

　

須
藤　
　
　

彩
（
御
代
田
町
）

　

平
林　
　

香
菜
（
上
田
市
）

　

三
澤　

紀
久
子
（
伊
那
市
）

　

山
城　
　

直
也
（
高
森
町
）

前
回
の
正
解
は

プ
レ
ゼ
ン
ト
の
応
募
方
法

（画：生協連　土屋　英夫氏）

　

３
月
20
日
（
土
）
、
佐
久
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、

佐
久
地
区
労
福
協
主
催
に
よ
り
「
第
３
回
佐
久
・
小
諸
地
区
勤
労

者
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
好
天
に
恵
ま

れ
た
こ
と
も
あ
り
、
開
会
の
９
時
30
分
頃
に
な
る
と
家
族
づ
れ
が

続
々
と
訪
れ
ま
し
た
。
開
会
式
で
岡
村
会
長
が
日
頃
の
活
動
を
簡

単
に
説
明
し
た
後
、
「
今
日
は
皆
さ
ん
、
大
い
に
楽
し
ん
で
下
さ

い
」
と
挨
拶
を
行
い
、
続
い
て
来
賓
を
代
表
し
県
労
福
協
青
木
専

務
よ
り
「
県
労
福
協
コ
ー
ナ
ー
で
は
く
ら
し
・
な
ん
で
も
相
談
の

ブ
ー
ス
を
設
け
、
ま
た
、
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
松
林
さ

ん
に
よ
る
ス
ッ
キ
リ
整
体
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
の
で
、
大
い
に

活
用
し
、
本
日
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
楽
し
ん
で
下
さ
い
」
と
挨

拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

会
場
前
の
広
場
で
は
佐
久
名
物
お
煮
か
け
う
ど
ん
・
ポ
ッ
プ
コ

ー
ン
・
ト
ン
汁
、
地
元
中
学
生
の
協
力
に
よ
る
手
作
り
ド
ー
ナ
ツ

な
ど
の
無
料
配
布
が
行
わ
れ
、
来
場
者
が
各
コ
ー
ナ
ー
に
行
列
を

作
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
電
機
連
合
長
野
東
信
地
協
の
社
会
貢

献
活
動
と
し
て
、
ベ
ト
ナ
ム
の
子
供
た
ち
が
つ
く
っ
た
携
帯
ス
ト

ラ
ッ
プ
を
先
着
１
０
０
名
様
に
無
料
配
布
い
た
し
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
の
ア
ニ
メ
祭
り
は
午
前
「
超
劇
場
版
ケ
ロ
ロ
軍
曹
」
、

午
後
は
「
劇
場
版
ヤ
ッ
タ
ー
マ
ン
」
の
上
映
が
行
わ
れ
、
会
場
２

階
で
は
春
の
住
宅
・
不
動
産
フ
ェ
ア
を
開
催
。
マ
イ
ホ
ー
ム
や
土

地
取
得
に
関
す
る
相
談
会
を
行
い
、
若
い
夫
婦
や
家
族
づ
れ
が
多

数
来
場
し
ま
し
た
。

　

こ
の
他
浅
間
総
合
病
院
労
組
の
皆
さ
ん
に
よ
る
健
康
相
談
コ
ー

ナ
ー
、
県
労
福
協｢

く
ら
し
・
な
ん
で
も
相
談｣

コ
ー
ナ
ー
、
若

者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
松
林
さ
ん
に
よ
る
整
体
コ
ー
ナ
ー

に
も
多
く
の
方
が
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

　

晴
天
で
は
あ
る
も
の
の
、
強
風
の
た

め
に
一
時
中
止
さ
れ
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
も
、
役
員
の
皆
さ
ん
の
熱
意
で
セ
ン

タ
ー
軒
下
に
移
動
し
、
風
の
心
配
も
な

く
子
供
た
ち
が
１
日
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
子
供
づ
れ
の
家
族
中
心
に

約
１
，
２
０
０
人
が
会
場
を
訪
れ
、
成

功
裏
に
閉
会
し
ま
し
た
。

 

第
３
回
佐
久
・
小
諸
地
区

勤
労
者
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

県労福協事務局
（吉谷）

（伊藤） （青木） （竹内）

（小林）
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